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陳
高
華
著

元
史
研
究
論
稿

植

松

現
代
中
園
に
お
け
る
元
朝
史
家
と
し
て
つ
と
に
高
名
な
陳
高
華
氏
の
研
究
論

集
が
刊
行
さ
れ
た
。
氏
は
一
九
三
八
年
生
ま
れ
、
一
九
六

O
年
に
北
京
大
皐
歴

史
系
を
卒
業
し
、
中
園
科
皐
院
哲
皐
祉
舎
科
患
部
歴
史
研
究
所
に
お
い
て
主
と

し
て
元
史
の
研
究
に
従
事
し
て
こ
ら
れ
た
第
一
線
の
研
究
者
で
あ
る
。
本
書
の

前
言
に
お
い
て
著
者
み
ず
か
ら
言
う
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
歴
史
研
究
所
で
故
翁

濁
健
数
授
の
指
導
の
も
と
に
本
格
的
に
研
究
を
開
始
し
た
と
い
う
。
現
在
は
中

園
祉
曾
科
皐
院
歴
史
研
究
所
所
長
の
要
職
に
あ
る
。

こ
の
た
び
刊
行
さ
れ
た
木
書
は
著
者
年
来
の
代
表
的
論
文
を
集
め
た
も
の

で
、
そ
の
構
成
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
い
ま
便
宜
上
、
原
書
に
は
な
い
番

挽
を
附
す
。

1 

一
冗
代
税
糧
制
度
初
探

元
代
役
法
簡
論

論
元
代
的
和
雇
和
買

元
代
捜
政
及
其
祉
舎
影
響

元
代
的
海
外
貿
易

元
代
戸
等
制
略
論

論
元
代
的
軍
戸

論
元
代
的
姑
戸

2 3 4 5 6 7 8 

正

設
蒙
古
滅
金
的
三
峰
山
戟
役

m
早
期
宋
蒙
関
係
和
。
端
卒
入
洛
。
之
役

口
元
代
前
期
和
中
期
各
族
人
民
的
反
抗
闘
争

ロ
元
末
起
義
農
民
的
ロ
競

日
元
末
農
民
起
義
中
南
方
漢
族
地
主
的
政
治
動
向

M

元
末
高
山
東
地
主
輿
朱
元
理

日
元
末
農
民
戦
争
中
奴
隷
暴
動
的
珍
貴
史
料

日
論
朱
元
理
奥
元
朝
的
関
係

げ
金
元
二
代
街
聖
公

四
元
代
陸
皐

四
元
代
傍
敬
輿
元
代
社
禽

m
出
略
論
楊
斑
輿
加
楊
暗
普
父
子

況
印
度
馬
八
児
王
子
字
恰
里
衆
華
新
考

勾
宋
元
和
明
初
的
馬
球

《
讃
史
札
記
》
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9 
原
書
の
目
次
で
は
諸
論
文
の
聞
に
空
白
が
設
け
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
主
題
別
に

論
文
が
配
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
ー
か
ら
8
は
い

わ
ば
祉
舎
経
済
制
度
史
方
面
の
論
文
で
あ
り
、

9
と

ωは
軍
事
史
、
立
か
ら
日

は
い
わ
ゆ
る
農
民
戦
争
史
、
げ
以
下
は
文
化
史
と
封
外
交
渉
史
と
い
う
区
分
で

あ
ろ
う
。
最
後
に
「
讃
史
札
記
」
と
し
て
、
「
元
代
中
泰
関
係
二
三
事
」
以
下

十
一
の
短
編
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
陳
氏
の
扱
う
論
文
の
テ
l
マ
は
き
わ
め
て
多
彩
で
あ
り
、
元
代

史
の
基
本
的
な
分
野
を
相
蛍
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
い
ま
著
者
の
研
究
の
足
取
り

を
た
ど
る
目
的
で
そ
の
原
論
文
の
袈
衰
年
次
を
調
べ
て
み
る
と
、

M

「
元
宋
新
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東
地
主
奥
朱
元
環
」
の
一
編
が
『
新
建
設
』
一
九
六
三
年
第
五
期
に
掲
載
さ
れ

た
の
が
最
も
古
い
。
翌
年
に
日
「
元
末
農
民
起
義
中
南
方
漢
族
地
主
的
政
治
動

向
」
、
さ
ら
に
翌
年
に
ロ
「
元
末
起
義
農
民
的
口
説
」
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
れ

ら
は
前
言
に
み
え
る
よ
う
に
、
歴
史
研
究
所
に
お
い
て
楊
納
氏
ら
と
共
同
し
て

元
末
農
民
戦
争
資
料
の
整
理
工
作
に
従
事
し
て
得
ら
れ
た
成
果
で
あ
る
。
そ
の

整
理
工
作
は
楊
謂
氏
と
陳
氏
の
共
編
に
な
る
『
元
代
農
民
融
制
昏
史
料
集
編
』

(
金
四
郎
刷
、
一
九
八
五
、
中
華
書
局
〉
に
結
貧
し
て
い
る
。
そ
の
間
に
あ
っ
て

著
者
が
濁
自
に
取
り
組
ん
だ
テ
1
マ
は
元
代
の
塑
政
問
題
で
あ
っ
て
、

4

「元

代
盟
政
及
其
就
禽
影
響
」
は
『
歴
史
論
叢
』
第
一
一
輯
〈
一
九
六
四
、
中
華
書

局
〉
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
氏
の
社
曾
経
済
制
度
史
へ
の
取
り
組
み

が
始
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
後
、
困
難
な
文
化
大
革
命
の
時
期
(
一
九
六
六
J
七
六
)
に
は
さ
す
が

に
本
書
に
枚
め
ら
れ
る
よ
う
な
論
文
の
夜
表
は
中
断
し
て
い
る
。
一
九
七
八
年

以
後
に
な
る
と
、
毎
年
精
力
的
に
論
文
を
裂
表
し
て
こ
ら
れ
た
。
元
末
の
歴
史

の
研
究
は
一
九
八

O
年
を
最
後
に
、
こ
の
と
こ
ろ
翠
表
さ
れ
た
論
文
は
な
い
よ

う
で
あ
る
。
一
方
、
社
禽
経
済
制
度
史
方
面
の
研
究
は
堕
政
に
関
す
る
論
文
以

降
、
-
「
元
代
税
糧
制
度
初
探
」
、

6

「
元
代
戸
等
制
略
論
」
〈
と
も
に
一
九

七
九
年
〉
を
著
し
、
一
九
八
一
年
か
ら
三
年
連
績
し
て
、

2

「
元
代
役
法
簡

論」、

7

「
論
元
代
的
軍
戸
」
、

8

「
論
元
代
的
姑
戸
」
を
、
一
九
八
六
年
に
は

3

「
論
元
代
的
和
雇
和
買
」
を
渡
表
し
て
こ
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
諸
編
が
本
書
の

は
じ
め
の
部
分
に
位
置
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
縫
績
的
に
い
く
つ
か
の
関
連
す

る
主
題
を
一
貫
し
て
追
求
し
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、

こ
れ
が
氏
の
本
領
と
す
る
と
こ
ろ
と
推
察
さ
れ
る
。

氏
の
研
究
は
、
中
園
で
行
わ
れ
て
き
た
元
代
史
研
究
に
立
脚
し
て
切
り
ひ
ら

か
れ
て
き
た
成
果
で
あ
る
。
日
本
に
も
同
じ
分
野
の
研
究
成
果
は
存
在
す
る

が
、
そ
れ
ら
を
吸
枚
し
て
濁
比
検
討
し
た
結
果
で
は
な
い
こ
と
が
多
い
。
こ
れ

は
日
本
と
中
園
と
の
畢
術
情
報
の
交
流
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た

せ
い
で
も
あ
る
が
、
あ
い
似
た
方
面
の
研
究
と
い
え
ど
も
所
詮
は
研
究
者
濁
自

の
境
地
で
書
か
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
異
な
る
土
壊
か
ら
生
ま
れ
た
成
果
を

時
聞
を
お
い
て
検
討
し
て
み
れ
ば
、
か
え
っ
て
隻
方
に
有
盆
な
見
識
が
も
た
ら

さ
れ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
全
面
的
な
封
比
は
難
し
い
の
で
、
と
り

あ
え
ず
氏
の
成
果
を
紹
介
し
な
が
ら
、
日
本
に
も
類
似
の
成
果
の
あ
る
場
合
に

は
そ
れ
を
指
摘
す
る
だ
け
は
し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

コ
万
代
税
糧
制
度
初
探
」
は
、
北
中
園
で
は
丁
税
と
地
税
、
南
中
園
で
は
夏

秋
二
税
が
施
行
さ
れ
た
が
、
時
期
や
地
域
に
よ
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
が
指
摘
さ
れ
、

ま
た
と
く
に
一
章
を
立
て
て
宮
田
の
税
糧
の
特
殊
性
を
め
ぐ
っ
て
、
官
府
の
管

理
と
官
僚
地
主
の
包
佃
の
問
題
な
ど
が
論
じ
ら
れ
る
。
わ
が
園
で
は
安
部
健
夫

「
元
時
代
の
包
銀
制
の
考
究
」
(
『
東
方
拳
報
』
京
都
二
四
節
、
一
九
五
四
〉

や
愛
宕
松
男
「
元
朝
税
制
考

|
1税
糧
と
科
差
に
つ
い
て

|
1」
(
『
東
洋
史

研
究
』-
二
四
巻
四
務
、
一
九
六
五
)
が
あ
り
、
江
南
の
官
回
に
つ
い
て
は
筆
者

の
「
元
初
江
南
に
お
け
る
徴
税
捜
制
に
つ
い
て
」
〈
『
東
洋
史
研
究
』
一
一
一
一
一
一
巻

一
鏡
、
一
九
七
四
〉
も
あ
る
。
「
元
代
役
法
筒
論
」
で
は
華
山
氏
の
カ
役
を
雑

乏
差
役
と
す
る
設
を
批
剣
し
て
、
雑
乏
は
力
役
(
夫
役
)
で
あ
り
差
役
は
職
役

で
あ
る
と
の
設
を
提
唱
し
、
職
業
別
の
諸
色
戸
や
一
般
の
民
戸
へ
の
箔
役
差
充

方
法
の
描
変
遷
を
論
ず
る
。
わ
が
圏
で
は
梅
原
郁
「
元
代
差
役
法
小
論
」
(
『
東

洋
史
研
究
』
二
三
巻
四
践
、
一
九
六
五
〉
が
あ
る
。
「
論
元
代
的
和
雇
和
買
」

で
は
政
府
が
各
種
の
物
品
を
買
い
上
げ
る
和
買
と
、
陸
路
の
車
と
水
路
の
船
を

雇
い
あ
げ
る
和
雇
の
運
営
方
法
が
論
じ
ら
れ
る
。
和
買
と
和
濯
に
つ
い
て
銭
紗

や
堕
引
の
用
い
か
た
の
相
違
、
強
制
と
召
募
と
い
っ
た
性
格
の
相
違
が
整
理
さ

れ
て
論
じ
ら
れ
る
。
氏
に
よ
れ
ば
一
般
の
民
戸
に
到
す
る
封
建
義
務
と
し
て
は

-129一
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賦
税
、
雑
泥
差
役
、
和
雇
和
買
の
三
唾
か
あ
る
と
す
る
が
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が

人
民
へ
の
重
い
負
捻
と
な
り
な
が
ら
、
前
二
者
と
和
雇
和
買
の
相
違
が
指
摘
さ

れ
る
。
わ
が
閣
に
お
い
て
こ
の
方
面
の
研
究
は
従
来
飲
け
て
い
た
。

「
元
代
慶

政
及
其
祉
曾
影
響
」
で
は
、
思
の
生
産
方
法
と
堕
戸
(
寵
戸
〉
の
存
在
形
態
、

流
通
方
法
の
第
遷
が
論
ぜ
ら
れ
、
最
後
に
堕
の
生
産
販
寅
が
元
代
の
社
舎
に
輿

え
た
問
題
、
と
く
に
私
盟
問
題
が
元
末
の
農
民
起
義
に
関
連
づ
け
て
指
摘
さ
れ

る
。
田
山
茂
「
元
代
の
権
麗
法
に
つ
い
て
」
(
『
史
皐
研
究
』
九
各
二
鋭
、
一

九
三
七
〉
を
氏
は
知
っ
て
お
ら
れ
た
が
参
照
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
あ

る
。
ま
た
佐
伯
富
コ
克
代
に
お
け
る
堕
政
」
(
『
東
洋
皐
報
』
六
六
巻
一
・

二
・
三
・
四
合
併
貌
、
一
九
八
五
〉
が
あ
る
。
「
元
代
戸
等
制
略
論
」
で
は
元

代
に
は
戸
等
制
の
不
存
在
と
か
、
諸
色
戸
と
の
排
別
の
不
明
確
な
ど
が
遁
設
と

な
っ
て
い
た
研
究
状
況
に
謝
し
て
、
元
代
に
も
明
確
に
貧
富
を
基
準
と
す
る
三

等
九
甲
の
戸
等
制
が
施
行
さ
れ
、
鼠
尾
簿
が
編
成
さ
れ
た
と
指
摘
し
、
戸
等
制

と
各
種
の
賦
役
と
の
関
孫
に
つ
い
て
論
ず
る
。
わ
が
圏
で
は
柳
田
節
子
「
元
代

郷
村
の
戸
等
制
」
〈
『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
七
三
節
、
一
九
七
七
〉
が
あ

る
。
「
論
元
代
的
軍
戸
」
「
論
元
代
的
姑
戸
」
は
と
も
に
そ
の
制
度
運
用
と
賦

税
負
措
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
封
建
義
務
、
ま
た
そ
の
経
済
紋
態
に
つ
い
て
論
じ
た

も
の
で
あ
る
。
正
戸
と
貼
戸
の
別
な
ど
、
軍
戸
と
姑
戸
に
は
共
通
す
る
黙
も
あ

る
の
で
同
じ
手
法
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
わ
が
園
で
は
大
島
立
子
コ
冗
朝
漢
民

族
支
配
の
一
考
察

l
ー
軍
戸
を
中
心
と
し
て
|
|
」
(
『
史
論
』
一
一
一
一
一
抗
、
一

九
七
一
)
、
太
田
菊
一
郎
「
元
代
の
漢
軍
戸
と
そ
の
農
業
生
産
」
(
『
集
刊
東
洋

皐
』
一
三
続
、
一
九
七
四
〉
、
同
コ
克
代
に
お
け
る
姑
戸
の
形
態
|
|
馬
姑
戸

と
水
姑
戸
を
中
心
と
し
て
|
|
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
一
二
六
巻
一
続
、
一
九
七

七
〉
な
ど
が
あ
り
、
太
田
氏
の
姑
戸
に
関
す
る
論
文
に
つ
い
て
は
陳
氏
も
参
照

さ
れ
て
い
る
。

一
二
三
一
一
年
の
河
南
・
三
峰
山
の
戦
役
と
一
二
三
四
年
の
「
端
卒
入
洛
」
の

戦
役
を
扱
っ
た
軍
事
史
の
二
編
は
、
蒙
古
と
金
、
つ
い
で
蒙
古
と
南
宋
の
外
交

関
係
を
展
望
す
る
う
え
で
ポ
イ
ン
ト
を
な
す
重
要
な
テ
l
マ
で
あ
る
。

農
民
戦
争
史
関
係
の
諸
論
考
の
う
ち
、
「
元
代
前
期
和
中
期
各
族
人
民
的
反

抗
闘
争
」
は
江
南
の
非
漢
民
族
の
叛
乱
を
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
テ
l
マ

に
即
し
て
の
論
で
は
あ
る
が
、
元
代
を
三
期
に
区
分
し
て
い
る
の
が
目
を
ひ

く
。
す
な
わ
ち
前
期
は
世
租
フ
ピ
ラ
イ
統
治
時
期
で
あ
り
、
中
期
は
成
宗
か
ら

元
朝
最
後
の
順
喬
一
一
統
治
途
中
の
至
正
十
年
ま
で
、
後
期
は
元
末
農
民
戦
争
時
期

と
し
て
い
る
。
筆
者
は
氏
と
は
別
個
に
コ
元
初
の
舎
族
の
叛
飢
に
つ
い
て
」

〈
『
呑
川
大
皐
一
般
数
育
研
究
』
二
五
鏡
、
一
九
八
四
〉
を
書
い
た
こ
と
が
あ

る
。
「
元
末
新
東
地
主
輿
朱
元
聾
」
「
元
末
農
民
起
義
中
南
方
漢
族
地
主
的
政

治
動
向
」
は
、
明
朝
政
権
成
立
の
歴
史
的
背
景
に
劉
基
ら
掘
削
東
地
方
の
地
主
勢

力
の
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
も
の
で
、
元
明
交
替
期
の
歴
史
を
研
究
す
る
上
で
の

か
な
め
の
テ
l
マ
で
あ
る
。

文
化
史
関
係
の
諸
論
考
の
生
ま
れ
た
背
景
と
し
て
は
、
氏
が
『
元
代
壷
家
史

料
』
(
一
九
七
九
、
上
海
人
民
出
版
社
。
増
補
本
、
一
九
八

O
、
美
術
出
版

社
)
の
編
纂
に
た
ず
さ
わ
っ
た
こ
と
が
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
元
の
首
都
た
る
大
都

研
究
の
成
果
は
『
元
大
都
』
(
一
九
八
二
、
北
京
出
版
社
)
に
結
賞
し
た
。
こ

の
書
は
佐
竹
靖
彦
氏
に
よ
っ
て
邦
明
一
存
さ
れ
て
い
る
〈
『
元
の
大
都
』
一
九
八
四
、

中
央
公
論
社
〉
。
「
讃
史
札
記
」
に
枚
め
ら
れ
る
「
大
都
的
燃
料
問
題
」
「
石

工
楊
理
事
迩
新
考
」
な
ど
も
北
京
史
に
関
わ
る
。
ま
た
史
街
民
氏
と
共
著
で

『元
上
都
』
(
一
九
八
八
、
吉
林
敬
育
出
版
社
〉
も
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
お

き
た
い
。

以
上
、
き
わ
め
て
大
ま
か
に
氏
の
著
作
を
紹
介
し
て
き
た
。
こ
こ
で
氏
の
研

究
方
法
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
と
く
に
祉
曾
経
済
制
度
史
の
論
考
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に
徴
す
れ
ば
、
結
論
を
整
理
さ
れ
た
形
で
簡
明
に
述
べ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

そ
し
て
そ
の
論
議
は
濁
自
に
愛
掘
し
た
史
料
に
も
と
づ
き
な
が
ら
、
注
に
お
い

て
筒
車
に
出
典
が
記
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
る
。
お
そ
ら

く
導
き
だ
さ
れ
た
結
論
は
大
筋
に
お
い
て
は
誤
り
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
史
料
批

判
な
ど
、
史
料
そ
の
も
の
が
ど
の
よ
う
に
し
て
書
か
れ
た
か
と
い
う
史
料
の
性

質
の
吟
味
の
貼
で
、
讃
者
に
い
ま
少
し
丁
寧
に
説
明
し
て
ほ
し
い
と
感
.す
る
と

き
が
あ
る
。
そ
れ
は
氏
の
論
の
組
み
立
て
と
最
終
的
な
論
の
腸
結
が
、
な
に
か

議
定
調
和
的
に
感
ぜ
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
も
あ
る
。

そ
の
理
由
を
考
え
て
み
る
に
、
ひ
と
つ
に
は
陳
氏
に
は
寅
態
に
劃
す
る
身
近

な
イ
メ
ー
ジ
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
こ
の
黙
は
外
側
の
日
本
か
ら
中
園

を
見
て
い
る
我
々
は
ハ

γ
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
感
ぜ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
こ
で
わ

が
園
で
は
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
克
服
し
よ
う
と
し
て
き
た
か
と
い
え
ば
、
古
典

を
逐
一
解
緯
す
る
が
ご
と
く
に
、
史
料
に
聞
し
た
腸
納
的
研
究
方
法
を
と
ら
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
筆
者
は
陳
氏
の
書
に
接
し
て
、
中
日
商
圏
の
あ

い
だ
に
は
、
あ
る
い
は
「
寅
態
主
義
と
史
料
主
義
」
と
も
い
う
べ
き
特
徴
的
差

異
が
存
在
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
こ
と
に
想
到
し
た
。
い
ま
ひ
と
つ
は
歴
史
の

と
ら
え
方
に
関
わ
る
。
封
建
園
家
、
封
建
祉
舎
の
階
級
的
基
本
矛
盾
が
元
末
の

農
民
戦
争
に
鏑
結
し
、
そ
れ
が
さ
ら
に
明
朝
の
封
建
的
再
編
成
へ
と
向
か
っ
た

、
と
す
れ
ば
、
筋
書
は
お
お
よ
そ
定
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
果
た
し
て
問
題
は
腸

一
さ
せ
ら
れ
う
る
だ
ろ
う
か
。
今
日
を
生
き
る
研
究
者
と
し
て
、
制
約
多
き
過

去
の
時
代
的
朕
況
の
な
か
で
蛍
代
の
人
々
が
い
か
に
懸
命
に
生
き
た
か
を
鮮
明

に
描
く
ーと
と
も
も
っ
と
も
興
味
深
い
仕
事
の
一
っ
と
思
え
る
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
意
味
で
人
物
、
思
想
、
家
族
、
地
域
社
舎
の
あ
り
さ
ま
な
ど
が
新
鮮
な
研

究
の
素
材
に
の
ぼ
っ
て
く
る
に
ち
が
い
な
い
。
陳
氏
自
身
が
近
年
、
文
化
や
生

活
に
関
心
を
寄
せ
て
お
ら
れ
る
の
も
そ
の
ゆ
え
か
も
し
れ
な
い
。

日
本
に
お
け
る
研
究
成
果
と
の
封
比
の
上
で
ひ
と
つ
注
目
し
て
お
き
た
い
こ

と
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
元
代
役
法
繍
論
」
そ
の
他
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
「
雑
泥

差
役
」
の
問
題
で
あ
る
。
さ
き
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
氏
は
「
雑
泥
」
と
「
差

役
」
と
は
別
も
の
だ
と
言
わ
れ
る
。
里
正
・
主
首
・
隅
正
・
坊
正
・
倉
官
・
庫

子
が
本
来
の
職
役
で
あ
っ
て
こ
れ
を
差
役
と
稽
し
、
社
長
・
弓
手
・
抵
候
な
ど

は
本
来
は
差
役
で
は
な
い
が
差
役
化
し
た
も
の
と
い
う
。
雑
泥
差
役
の
語
は

『
元
史
』
『
元
典
章
』
『
遇
制
僚
格
』
な
ど
元
代
の
根
本
史
料
に
頻
見
す
る
重

要
な
役
法
用
語
で
あ
る
。
陳
氏
に
よ
れ
ば
「
雑
泥
差
役
」
は
「
雑
泥
と
差
役
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
わ
が
閣
で
は
安
部
健
夫
氏
(
「
元
時
代
に
お
け
る
包

銀
制
の
考
究
」
〉
以
来
「
雑
泥
の
差
役
」
と
讃
ま
れ
て
き
た
。
梅
原
氏
は
コ
克

代
差
役
法
小
論
」
に
お
い
て
「
雑
泥
差
役
」
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
て
い
る
。

梅
原
設
を
要
約
す
れ
ば
、
雑
乏
の
「
泥
」
と
は
「
定
」
ま
た
「
正
」
に
制
到
す
る

意
味
を
有
し
て
お
り
、
「
雑
泥
差
役
」
と
は
皐
に
い
ろ
い
ろ
の
差
役
と
い
う
こ

と
で
、
里
正
・
主
首
を
も
す
べ
て
そ
の
中
に
包
含
し
て
い
た
、
雑
乏
の
雑
と

は
、
星
正
・
主
首
を
正
と
み
て
の
雑
で
は
な
い
と
考
察
し
て
い
る
。
命
日
我
部
静

雄
氏
も
『
中
園
律
令
史
の
研
究
』
(
一
九
七
一
〉
に
お
い
て
「
雑
泥
差
役
と
は

雑
多
な
種
類
の
差
役
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
」
と
言
う
〈
一
一
二
七
頁
)
。
さ
ら

に
岩
見
宏
氏
は
『
明
代
待
役
制
度
の
研
究
』
(
一
九
八
六
)
に
お
い
て
、
『
諸

司
職
掌
』
に
み
え
る
「
其
大
小
雑
乏
差
役
」
の
句
を
「
大
小
さ
ま
ざ
ま
の
絡

役
」
と
譲
ん
で
い
る
(
ご
ニ
頁
)
。

た
し
か
に
明
代
に
は
里
甲
正
役
に
劃
し
て
雑
役
と
か
雑
泥
と
稽
し
た
こ
と
が

あ
る
。
し
か
し
わ
が
閣
の
研
究
史
の
上
で
は
、
明
代
の
朕
況
を
そ
の
ま
ま
元
代

に
適
用
し
て
皇
正
な
ど
の
職
役
に
罰
し
て
の
雑
芝
と
位
置
づ
け
る
の
に
は
、
研

究
者
は
慎
重
な
態
度
を
と
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
さ
に
安
部
氏
が
「
雑
泥

と
か
、
均
値
畑
加
の
別
名
と
し
て
の
鼠
尾
加
と
か
|
|
そ
う
し
た
用
語
の
縫
受
と
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い
う
表
面
的
な
繋
が
り
を
頼
り
に
、
包
銀
と
銀
差
と
の
聞
に
閲
接
的
な
関
係
を

設
定
し
よ
う
と
し
て
み
て
も
、
:
:
:
徐
り
に
も
屈
折
の
多
い
は
か
な
い
関
係
を

さ
ぐ
り
あ
て
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
」
〈
「
元
時
代
に
お
け
る
包
銀
制

の
考
究
」
末
尾
の
「
明
代
の
銀
差
制
へ
の
展
望
」
の
章
)
と
言
わ
れ
た
ご
と
く

で
あ
る
。

陳
氏
は
『
遇
制
篠
格
』
そ
の
他
を
根
援
に
あ
げ
て
、
雑
泥
と
差
役
を
匿
別
す

べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
わ
け
で
、
そ
れ
は
別
に
史
料
に
卸
し
て
詳
し
く
検
討
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
筆
者
が
現
在
感
ず
る
と
こ
ろ
を
述
べ
れ
ば
、
も

し
差
役
を
「
正
」
な
る
も
の
と
し
て
「
雑
泥
と
差
役
」
と
讃
む
の
で
あ
れ
ば
、

二
つ
の
術
語
の
順
序
が
逆
な
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
『
元
典
章
』
の
用
例
に
徴

す
れ
ば
「
雑
泥
差
役
」
を
省
略
し
て
「
雑
役
」
と
(
と
き
に
は
「
雑
乏
」
と

も
〉
い
う
場
合
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
元
代
に
お
い
て
質
態
と
し

て
職
役
と
力
役
と
を
区
別
す
る
意
識
が
あ
っ
た
に
は
違
い
な
い
と
思
う
。
し
か

し
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
時
期
や
地
域
に
態
じ
た
バ

ラ
エ
テ
ィ
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
る
。

陳
氏
の
書
に
は
、
我
々
が
元
史
の
研
究
を
進
め
る
際
に
参
照
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
基
本
的
問
題
が
数
多
く
提
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
官
制
と
法
制
方
面
の

論
考
が
少
な
い
が
、
そ
れ
は
元
代
史
の
研
究
に
取
り
組
む
人
々
全
鐙
の
課
題
で

も
あ
る
。
農
民
戦
争
、
社
曾
経
済
制
度
、
封
外
交
渉
史
、
文
化
史
、
そ
し
て
近

年
は
生
活
史
な
ど
へ
と
、
活
護
な
研
究
活
動
を
展
開
し
て
こ
ら
れ
た
著
者
に
と

っ
て
は
、
本
書
は
あ
る
い
は
途
中
経
過
の
報
告
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
陳

氏
の
幅
庚
い
業
績
を
批
評
紹
介
し
よ
う
と
し
な
が
ら
、
筆
者
の
非
力
の
た
め
に

本
稿
が
は
な
は
だ
偏
頗
な
も
の
に
彩
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
著
者
な
ら
び
に

識
者
に
お
詫
び
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
九
九
一
年
一
一
一
月
北
京
中
華
書
局

A
5
剣
四
五
三
頁

一
0
・五

O
元
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